




































b は本来2体相関関数 モ(r)の形に依存するが,ここでは rによる根分は行われ
たものとして b の くn,T)に対する依存性を考える.実際 b(∩,T)は 爪､と T のあ
る特殊な結合した形を通じて n,Tに依存することがわかる.
たとえば,無限に大きな,熟力学的に均一なシステムを考える.このシステムにおい





















とができる.このような集団は大正準集団であり,化学ポテンシャル 〟及び温度 T で特
徴づけられる.
















f(N)= e-N-.I-b卜 Nb N (1-b)N! lN (1-b)+Nb]N-1 (ll)





fくN)は様々な大きさの休横 V に対し,その中に N 個の銀河を兄い出すことのできる
確率を与える.いま一つは逆に休枝 V の大きさを固定した場合で,このとき f(N)は空
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(1)bを適当に選べばf(N)がすべてのNに対して銀河の分布を再現することができる段
階.ただLbの値はNによって大きく異なる. (bの値の分散大)
(2)3次元解析,及び2次元解析から得られたbの値が一致するようになる.またbの値
の分散が小さくなる.
(3)3次元,2次元解析から得られたb,さらにb｡biniti｡の値がすべて一致する. (完
全な平射状態 :strongre一axation)
このように考えると今度は逆に,様々な方法で得られたbの値の分散の大きさや,相
互の値のばらつきの程度が銀河の分布がどの程度 relaxしているかを示す指標になると考
えられる.
Fiど-5にbの値が時間とともにどの様に変化して行くのかを示す.これから分か
るように densityparameterが小さいほど,また速度分散が大きいほどbの値の分散が大
きく相互のbの値のばらつきも大きく十分 relaxしていないことが分かる.
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Ⅵ. まとめ
以上の結果をまとめると,
(1)熱力学的理論は銀河の分布を非常に良く再現することができ,銀河の分布はf(N)へ急
速に re]axationして行くことが分かる.
(2)パラメータ依存性はbTItとb｡bSとの比較からdensityparameterは E2｡≧ 0.1でな
ければならず,速度分散q(V)はcotdorvarmでなければならない.
(3)babini日 ｡の値は densityparameterに大きく依存するため,観測的にbabiniti｡を
決定することができるのならば densityparameterに制限を加えることができるであろう.
今後の課題として non-Poisson分布から始めた解析や,massspectrumを与えた解析
などを行なう予定である.
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